
 0

平平平平成２７年第２成２７年第２成２７年第２成２７年第２回横手市議会回横手市議会回横手市議会回横手市議会３３３３月定例月定例月定例月定例会会会会    

一 般 質 問 要一 般 質 問 要一 般 質 問 要一 般 質 問 要 旨旨旨旨    

    

    

■■■■    一般質問の日一般質問の日一般質問の日一般質問の日程程程程    

平成２７年３月４日（水）～６日（金） 本 会 議 
   

                      ※午前１０時、開会の予定です。 

    

    

    

■■■■    一般質問の順一般質問の順一般質問の順一般質問の順序序序序    

期日 順番 議席番号 議  員  名 頁 

４日 

１１１１    ３ 番 立立立立    身身身身    万万万万    千千千千    子子子子    議 員 １ 

２２２２    １ 番 髙髙髙髙    橋橋橋橋    和和和和    樹樹樹樹    議 員 ２ 

３３３３    ７ 番 土土土土    田田田田    百百百百    合合合合    子子子子    議 員 ３ 

５日 

４４４４    １３ 番 本本本本    間間間間    利利利利    博博博博    議 員 ５ 

５５５５    １６ 番 佐佐佐佐    藤藤藤藤    清清清清    春春春春    議 員 ６ 

６６６６    １１ 番 加加加加    藤藤藤藤    勝勝勝勝    義義義義    議 員 ７ 

６日 
７７７７    ９ 番 播播播播    磨磨磨磨    博博博博    一一一一    議 員 ８ 

８８８８    １４ 番 菅菅菅菅    原原原原    正正正正    志志志志    議 員 ９ 
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１．【３番 立身 万千子 議員】 

 

１．新たな組織機構について 

   １） 総務部、まちづくり推進部、総合政策部各々の再調整後の職務分掌と部局横断の具

体策を問う。 

 

 

２） 「市民が利用しやすい地域局の体制」とは、従来に比べどのように違うのか問う。 

 

 

２．マイナンバー制度について 

１） 従来の住民基本台帳システムの現状と市の評価を問う。 

 

 

   ２） 通知カードの送付にあたり、トラブル発生時の対応を問う。 

 

 

   ３） マイナンバーカードについて、発行手数料を設けるのか。交付の際、本人確認はど

うするのか問う。 

 

 

   ４） 団体内統合宛名システム整備に要する経費と市の負担を問う。 

 

 

  ５） 制度の周知にあたり、市民の利便性をどう具体的に示すのか問う。 

 

 

３．雪まつりの総括について 

   １） 伝統文化行事を継承発展させるために、今冬の総括と課題、そして課題解決の具体

策を問う。 
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２．【１番 髙橋 和樹 議員】 

 

１．横手市介護保険事業計画及び高齢者福祉計画から 

１） 高齢者福祉と介護における課題について伺う。 

 

 

 

 

２） 高齢者への地域における支援体制について伺う。 

 

 

 

 

３） 地域包括ケアにおける行政の役割について伺う。 

 

 

 

 

４） 医療と介護の連携について伺う。 
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３．【７番 土田 百合子 議員】 

 

１．プレミアム付商品券について 

１） プレミアム付商品券の発行計画について。 

 

 

２） 多子世帯向けの支援施策について。 

 

 

 ３） 非課税世帯を対象にした商品券の配布について。 

 

 

 

 

２．介護支援ボランティア制度について 

１） 元気な高齢者が行うボランティア活動にポイントを付与することで、健康増進や介

護予防、社会参加や地域貢献を通じた生きがいづくりを促進し、いきいきとした地域

社会の実現を目指す「介護支援ボランティア制度」について当市の考えを伺う。 

（平成 20年 9月・24 年 9 月一般質問） 

 

 

 

 

３．横手の雪まつりについて 

１） 横手南小学校での「３Ｄ（立体）プロジェクションマッピング・雪見の夜」の上映

による集客アップの考えについて。 

 

２） 横手の伝統「かまくら」の歴史を分かりやすく知っていただける絵本の作成につい

て。 

 

 ３） 観光客要望の「駅のロッカー不足」の対応について伺う。 
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４．ヘルプカードの普及促進について 

   １） 障害や難病を抱えた人が必要な支援をあらかじめ記しておき、緊急時や災害時など

困った際に提示して、周囲の配慮や手助けがお願いしやすくなる「ヘルプカード」の

作成、配布の考えについて伺う。 

 

 

 

５．子育て支援について 

   １） 子育て包括支援センター設置について。 

      子育ての不安や負担感の解消に向けて、保健師やソーシャルワーカーが妊娠中から

子育て期まで親子を一括してサポートする拠点の設置について当市の考えを伺う。 

 

 

 

 2） ひとり親家庭に対する「福祉医療制度」の充実について。 

 

 

 

 

 

６．人口減少対策に関する提言書について 

    平成 26 年 10 月に市役所職員で構成された「横手市人口減少対策プロジェクト会議」で

人口減少に歯止めをかける提言施策が提出されたが、どのように推進されるのか伺う。 

    

１） 「あきた結婚支援センター」入会登録料全額助成の考えについて。 

 

 ２） 市のホームページに出会いや結婚、移住等のバナーを目立つ所に設置し、さらに、

市のホームページをスマートフォンにも対応できるようにするなど積極的な人口減少

対策が必要と思うが、当市の考えを伺う。 
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４．【１３番 本間 利博 議員】 

 

１．教育委員会について 

   １） 新教育委員会制度のスタートにあたり、市長が教育の中立性をどのように担保する

のかを伺う。 

 

   ２） 組織機構再編後に教育委員会がスポーツ振興、生涯学習と芸術文化振興にどのよう

にかかわっていくのかを伺う。 

 

 

 

 

 

 

２．平成２７年度雪関連予算について 

 １） 「雪対策費」や「雪下ろし雪寄せ支援事業」等雪関連予算とこれからの共助組織の

あり方を伺う。 
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５.【１６番 佐藤 清春 議員】 

 

１．災害に強いまちづくりについて 

１） 市民の防災意識を高めるために「横手市防災の日」の制定を。 

 

２） 防災訓練の今後のあり方について。 

 

３） 自主防災組織についての考えは。 

 

４） 備蓄体制整備の早期実現に向けて。 

 

５） 危険建造物や危険場所の把握と今後の対策は。 

 

６） 水害対策に「田んぼダム」の活用を。 

 

 

２．農業の振興と実験農場の位置づけについて 

１） 農協改革について、どのように見ているのか。 

 

２） 農家所得向上のための地産地消の推進を。 

 

３） 農産物の付加価値を高めるための支援策は。 

 

４） 実験農場の役割を明確にすべきではないか。 

 

５） 種苗の供給から育苗農家の育成を。 

 

６） 県との連携で姉妹研究機関に。 

 

 

 

 

 



 7

６．【１１番 加藤 勝義 議員】 

 

１．住民自治について 

１） 島根県雲南市などが、全国の自治体に呼びかけた小規模多機能自治を推進する自治

体連絡会議に横手市が参加したが、何に期待し、どう生かしていくのか。 

 

   ２） 横手市には地域活動にとって最も身近な地縁組織である、町内会・自治会が約 780

（行政区）組織されている。近年、人口減少や少子高齢化により、自治組織の機能弱

体化やコミュニティの希薄が進んでいる。地区会議を組織しているこの町内会や自治

会に運営支援はできないか。 

 

   ３） 地区会議と地域づくり協議会のソフト事業は、目的からして重複予算に思える。統

合する考えはないか。 

 

   ４） 地区会議のハード予算は、設立時の執行目的から乖離してきている。当初は地域の

コミュニティを向上する目的で、労力奉仕・原材料支給予算であった。見直しをする

考えはないか。 

 

 

２．ＦＭ計画について 

   １） 市が保有する公共施設のＦＭ計画を、もっとスピード感を持って策定・実行するこ

とが必要と思うが、考えを伺う。 

 

   ２） 公民館機能の見直しによる、地区交流センター化へ向け移行準備が進んでいるが、

進捗状況と将来の交流センターのあり方を伺う。 

 

 

３．学校施設の整備について 

   １） 統合によって新しく建設された校舎以外に、老朽化や児童数に見合った施設整備の

見直しが必要となる学校があるのではないか。市教育ビジョンの基本方針で、学校教

育の充実・学校施設の整備があるが、それを基として児童生徒のより良い学習環境を

充実させるために、既存校舎の具体的な整備計画はあるか。 
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７．【９番 播磨 博一 議員】 

 

１．横手市にとっての地方創生とは 

１） 地方創生をどう捉え、どのように取り組もうとしているのかを伺う。 

      髙橋市長の長期市政を望む市民の声を多く聞くが、一方で市長のカラーが見えてこ

ないという声もある。５年後、10 年後、20 年後の横手市をこのようにしたいという

ビジョンを持っていると思うので伺いたい。 

 

 

２） 市長のマニフェスト実現に向けて、施策を進める上で大きな力となるのが職員の力

だと思う。そのためには、中長期的視点での戦略的人事が必要と思うが、どのように

考えるか。また、女性職員の登用にも改善が求められると思うがどうか。 

 

 

３） 米価の大幅下落で農業は岐路に立たされている。米依存体質からの脱却を目指す取

り組みはかなり前から進んでおり、全県的には先進地の位置付けができると思う。こ

の取り組みをさらに伸ばす施策をどのように考えているか。実験農場の方向性も含め

て伺う。 

      また、反面、稲作経営も継続していかなければならない。経営（農地）を守るため

取り組むことは何か。この頃耕作されない農地が平場でも目につくようになったが、

その対策を伺う。 

さらに、経営内容の集計、分析、対策等、経営改善を農家に意識づけることも大切

なことと思うが取り組みを伺う。 

 

 

４） 農業の衰退、少子高齢化の進行などにより地域の将来に憂いを感じている市民が多

い。集落点検をして、市民とともに地域の活性化、生き残り策を検討してはどうか。 

 

 

２．特別支援教育について 

   １） 横手市自立支援協議会「子ども部会」と学校教育課に配属される「子ども未来係」、

就学サポートファイル「すこやか」の活用との関連はどのようなものか。また、保護

者との関連についても伺う。 

 

２） 通級指導教室の現状と今後の動向をどのように捉えているか伺う。 

 



 9

８．【１４番 菅原 正志 議員】 

 

１．気持ちよい接遇のために 

１） お客様としての市民に接するために、どう徹底させていくか。 

 

 

 

２．消防団について 

１） 現状の配置をどう考えているか。 

 

   ２） 入りやすい消防団にするために考えられることは何か。 

 

   ３） 改善点をどう考えているか。 

 

 

 

３．市民協働について 

１） 人選における無作為抽出を取り入れる考えはないか。 

 

   ２） 手始めとして、職員をファシリテーターとして養成する考えはないか。 

 

 

 

４．平成２７年度予算について 

１） 数ある施策の中で、市長が強く訴える重点政策をあえて３点あげるとすれば何か。 

 

   ２） 次世代への負担については、どの程度予測しているか。 
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平成２平成２平成２平成２７７７７年年年年３３３３月定例会日程予定月定例会日程予定月定例会日程予定月定例会日程予定【会期２５日間】    

 

 

———  本本本本    会会会会    議議議議   午前 10 時開会予定です・傍聴できます ———  

◇２月２３日（月） 〔開会〕施政方針説明 ほか 

◇２月２４日（火） 議案（新年度予算）審査 

◇３月 ３日（火） 会派代表質問 

◆３月 ４日（水） 一 般 質 問 

◆３月 ５日（木） 一 般 質 問 

    ◆３月 ６日（金） 一 般 質 問 ほか 

◇３月１９日（木）  委員長報告 ほか  〔閉会〕 
  — 傍聴席は本庁舎７階です — 

 

 

———  委委委委    員員員員    会会会会  ——— 

    ◇２月２４日（火） 一般会計予算特別委員会 

    ◇３月 ９日（月）～１１日（水） 常任委員会 

    ◇３月１９日（木） 一般会計予算特別委員会 

 

 

 

 

横手市のホームページにあります、 

    議議議議    会会会会    のコーナーをクリックしてください。 

本会議録画・会議記録・市議会だよりを 

いつでもご覧いただけます。 

    

◇    横手市議会事務局横手市議会事務局横手市議会事務局横手市議会事務局    ◇ 

〒013-8601 横手市中央町８番２号 （横手市役所 本庁舎 ６階）  

 TEL：0182-32-2535  FAX：0182-32-6539 

E-mail：gikai@city.yokote.lg.jp 

 

  
横手市議会マスコットキャラクター 

“しらとり議員”“しらとり議員”“しらとり議員”“しらとり議員”    


